
｢語一詞

は
じ
め
に

（
注
Ｉ
）

鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
す
る
玉
里
文
庫
本
の
古
筆
源
氏
物
語
は
、
鎌

倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
、
全
一
五
帖

（
「
空
蝉
」
「
花
宴
」
「
賢
木
」
「
須
磨
」
「
関
屋
」
「
絵
合
」
「
松
風
」
「
玉
鍾
」
「
初
音
」

「
野
分
」
「
藤
裏
葉
」
「
若
菜
下
」
「
夕
霧
」
「
匂
宮
」
「
紅
梅
」
）
の
取
り
合
わ
せ
本

で
あ
る
。
当
該
本
に
つ
い
て
は
、
徳
光
澄
雄
が
書
誌
調
査
お
よ
び
本
文
の
傾
向
を

（
注
２
）

調
査
し
、
新
美
哲
彦
が
「
空
蝉
」
巻
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
陽
明
文
庫
本
と
比
較
し

（
注
３
）
（
注
４
）

て
い
る
。
ま
た
、
伊
藤
鉄
也
が
画
像
を
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
。

（
注
５
）

公
開
さ
れ
て
い
る
画
像
を
見
る
限
り
、
当
該
本
は
綴
葉
装
で
あ
る
の
に
、
徳
光

論
で
は
粘
葉
装
と
さ
れ
て
い
る
な
ど
不
審
な
点
が
あ
っ
た
た
め
、
本
稿
で
は
改
め

て
書
誌
を
整
理
し
、
ま
た
そ
こ
に
考
察
を
加
え
て
い
く
。
な
お
、
第
一
帖
か
ら
第

七
帖
を
扱
う
。

古
筆
源
氏
物
語
全
一
五
帖
に
共
通
す
る
書
誌
を
以
下
に
掲
載
す
る
。

【
箱
一
か
ぶ
せ
蓋
桐
箱
（
幅
二
○
・
四
ｍ
×
奥
行
二
○
・
三
ｍ
×
高
さ

一
四
・
八
四
蓋
の
高
さ
三
・
二
四
。
蓋
中
央
上
部
に
「
古
筆

｜
・
共
通
書
誌
情
報

玉
里
文
庫
本
古
筆
源
氏
物
語
凧
難
藤
蔵
）
再
考
（
一
）

キ
ー
ワ
ー
ド
卵
玉
里
文
庫
、
書
誌
、
古
筆
了
意
、
古
本
系
源
氏
物
語

｛
折
紙
】

源
氏
物
語
」
と
墨
書
、
右
下
に
玉
里
文
庫
の
請
求
番
号
の
貼
紙
。

側
面
に
貼
紙
を
剥
が
し
た
痕
跡
（
幅
約
五
・
○
皿
高
さ
二
・
五

ｍ
・
右
下
か
ら
左
上
に
向
か
っ
て
破
ら
れ
て
い
る
）
が
あ
り
、

辛
う
じ
て
「
亀
」
と
い
う
字
の
朱
正
方
（
あ
る
い
は
長
方
）
陽

刻
印
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
印
の
左
に
は
墨
書
の
跡
が

あ
る
が
、
判
読
で
き
る
ほ
ど
は
残
っ
て
い
な
い
。
江
戸
時
代
後

期
の
も
の
か
。

縦
一
五
・
五
ｍ
×
横
四
九
・
○
ｍ
の
楮
紙
に
以
下
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
る
。

（
注
６
）

■
■

後
醍
醐
天
皇
震
翰

一
須
磨
墨
付
七
十
八
枚

後
伏
見
院
辰
翰

一
斎
宮
の
御
く
た
り

安
嘉
門
院
四
条
殿
阿
仏

一
夕
霧

墨
付
六
十
五
枚

武
藤
那
賀
子

一
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同
一
空
蝉

同
一
関
屋

同
一
絵
合

行
尹
卿

一
初
音

合
十
五
冊

一
松
風

行
房
卿

一
花
の
宴

世一同一為一同一同一冷一二
尊 定 泉 条
寺紅 匂卿玉 野 藤為若家
行梅 宮 か 分 の相菜棄
俊 つ 裏卿 門
卿 ら 葉 覚

源

折
紙
に
書
か
れ
た
巻
順
は
、
「
源
氏
物
語
」
の
巻
順
で
は
な
く
、
伝
承
書
写
者

（
注
７
）

を
重
視
し
た
順
番
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
該
本
が
一
五
帖
に
な
っ
て
か
ら
作
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
え
る
。

極
札
の
「
琴
山
」
印
を
、
徳
光
論
で
は
初
代
古
筆
了
佐
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

極
札
の
筆
跡
は
了
佐
で
は
な
い
。
筆
跡
と
極
札
の
裏
の
黒
楕
円
印
の
「
古
筆
九
■
」

と
い
う
刻
印
か
ら
、
こ
の
極
札
は
九
代
目
古
筆
了
意
（
一
七
五
一
’
一
八
三
四
）

の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
了
意
の
生
存
期
間
に
「
甲
申
」
の
年
は
一
七
六
四
年

と
一
八
二
四
年
の
二
回
あ
る
。
黒
楕
円
印
に
「
隠
居
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

一
八
二
四
年
二
月
の
鑑
定
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

【
蔵
書
印
】

【
奥
書
】

一
極
札
一

【
表
紙
】

ｰｰ

外装

題訂
一一

綴
葉
装
。

金
榛
み
箔
散
し
（
た
だ
し
、
中
央
に
箔
は
ほ
ぼ
な
い
）
の
題
茶

あ
り
。
表
紙
に
糊
で
貼
ら
れ
た
う
え
に
、
上
下
を
糸
で
綴
じ
ら

れ
て
い
る
。
字
は
な
い
。

右
下
に
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
の
請
求
番
号
が
貼
ら
れ
て
い

る
。

青
の
二
重
の
雲
紙
の
極
札
が
上
下
二
か
所
を
糸
で
綴
じ
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
が
内
題
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
上
部
に
巻
名
。

そ
の
下
に
二
行
書
で
、
右
に
は
伝
承
書
写
者
、
左
は
一
字
ほ
ど

下
げ
て
、
巻
の
冒
頭
の
数
文
字
を
墨
書
。
そ
の
下
に
「
琴
山
」

印
。
裏
面
に
は
、
朱
割
印
が
右
上
に
押
さ
れ
、
中
央
に
「
六
半

本
甲
申
二
」
と
墨
書
、
そ
の
下
に
「
古
筆
九
■
隠
居
■
」
と

刻
印
さ
れ
た
黒
楕
円
印
。

ナ
シ
。

ナ
シ
。

二
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（
注
８
）

①
「
須
磨
」
巻
（
二
・
六
～
八
五
）

【
作
品
名
】
『
源
氏
物
語
」
「
須
磨
」
巻

【
請
求
番
号
】
天
二
一
三
一
三
六
一
／
一
‐
一
五
（
二

一
外
題
一
縦
二
・
五
ｍ
×
横
二
・
八
ｍ
の
題
叢
。
ま
た
、
上
下
に
そ
れ
ぞ

れ
二
か
所
針
穴
（
上
部
二
・
一
叩
下
部
二
・
二
四
が
あ
る
。

【
内
題
】
見
返
の
ノ
ド
近
く
に
、
縦
一
四
・
四
ｍ
×
横
二
・
一
雨
の
極
札
。

上
部
に
「
須
磨
」
、
そ
の
下
に
二
行
書
き
で
「
後
醍
醐
天
皇
辰

翰
／
よ
の
な
か
い
と
」
と
墨
書
。
そ
の
下
に
「
琴
山
」
印
あ
り
。

こ
の
札
は
、
上
下
に
そ
れ
ぞ
れ
二
か
所
ず
つ
穴
を
空
け
た
と
こ

ろ
（
幅
は
上
部
一
・
四
町
下
部
一
・
五
四
）
に
糸
を
通
し
て

見
返
に
付
け
ら
れ
て
い
る
。

【
書
写
年
代
】
鎌
倉
時
代
中
期
～
室
町
時
代
前
期

【
残
存
状
態
】
六
七
丁
目
の
次
の
丁
が
切
り
取
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
文

自
体
に
欠
落
は
な
い
。

【
装
訂
】
綴
葉
装
一
帖

【
表
紙
】
錆
鉄
御
納
戸
（
緑
み
の
暗
い
鈍
い
青
色
）
の
無
地

一
見
返
】
本
文
共
紙
。

装
訂
は
、
徳
光
論
で
は
粘
葉
装
と
さ
れ
て
い
た
が
、
綴
葉
装
で
あ
る
。
複
数
の

折
同
士
の
背
が
糊
で
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

各
帖
の
書
誌
を
載
せ
る
。
た
だ
し
、
前
節
で
指
摘
し
た
点
に
つ
い
て
は
割
愛
す

る
。
な
お
、
巻
名
の
下
に
、
サ
イ
ト
で
の
コ
マ
番
号
を
漢
数
字
で
掲
げ
て
お
く
。

二
．
各
帖
書
誌

【
本
文
料
紙
】

【
寸
法
】

【
字
高
】

一
一
行
字
数
】

一
和
歌
表
記
】

【
丁
数
】

§）⑦⑥

鳥
の
子
紙
。

縦
一
六
・
一
雨
×
横
一
五
・
七
ｍ

約
一
三
・
五
～
一
四
・
○
ｍ

一
行
あ
た
り
二
～
一
五
文
字
（
一
筆
）

歌
は
二
行
書
。
行
頭
は
一
字
弱
下
が
る
。
地
の
文
に
は
続
か
な

い
Ｏ

全
七
折
。
最
初
と
最
後
の
丁
は
そ
れ
ぞ
れ
表
紙
と
後
表
紙
に
直

貼
り
さ
れ
て
い
る
。
第
一
～
五
折
は
六
紙
か
ら
な
る
。
第
六
折

は
、
五
紙
と
一
丁
か
ら
な
る
（
図
二
。
第
七
折
は
、
四
紙
と

二
丁
か
ら
な
る
（
図
二
）
。
後
遊
紙
二
丁
。
こ
の
た
め
全
七
九

丁
、
墨
付
七
七
丁
と
な
る
。

①⑫

〔図一第六折を地から見た図〕

三
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②
榊
巻
（
八
六
～
一
五
六
）

｛
作
品
名
】
『
源
氏
物
語
』
「
榊
」
巻

〔
保
存
状
態
一

【
そ
の
他
一

ーー

行書 【
朱
点
】

⑧(Z)6
数入
一一

一
～
一
二
丁
目
ま
で
は
濃
い
朱
点
が
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以

降
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
あ
っ
て
も
薄
い
朱
点
の
み
で
あ
る
。

後
世
の
も
の
が
本
文
の
横
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

半
葉
行
数
は
、
十
行
。
た
だ
し
、
第
四
一
丁
ウ
ラ
の
み
一
一
行
。

墨
付
最
終
丁
で
あ
る
第
七
七
丁
オ
モ
テ
は
四
行
。

良
。

折
同
士
の
背
が
糊
で
貼
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
文
字
が

小
口
に
近
い
。

①
後

（注9）

〔図二第七折を地から見た図〕

｛
書
入
】

｛
丁
数
】

【
書
写
年
代
】

【
残
存
状
態
］

【
装
訂
一

｛
表
紙
一

【
見
返
】

【
本
文
料
紙
】

一
寸
法
】

【
字
高
】

三
行
字
数
】

【
和
歌
表
記
】

【
内
題
】

【
請
求
番
号
】

【
外
題
】

天
二
一
三
一
三
六
一
／
一
‐
一
五
（
二
）

縦
二
・
六
ｍ
×
横
二
・
八
ｍ
の
題
篭
。
ま
た
、
上
下
に
そ
れ
ぞ

れ
二
か
所
針
穴
（
穴
の
幅
は
上
下
と
も
に
二
・
二
四
が
あ
る
。

前
遊
紙
一
丁
ウ
ラ
、
ノ
ド
近
く
に
縦
一
四
・
三
ｍ
×
横
二
・
一
面

の
極
札
。
上
部
に
、
「
榊
」
、
そ
の
下
に
二
行
書
で
「
後
伏
見
院

展
翰
／
斎
宮
の
御
く
た
り
」
と
墨
書
。
そ
の
下
に
「
琴
山
」
印

あ
り
。
こ
の
札
は
、
上
下
に
そ
れ
ぞ
れ
二
か
所
ず
つ
穴
を
空
け

た
と
こ
ろ
（
幅
は
上
部
一
・
三
四
下
部
一
・
一
面
・
）
に
糸
を

通
し
て
見
返
に
付
け
ら
れ
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
中
期
～
室
町
時
代
前
期

一
帖
全
揃
い

綴
葉
装
一
帖

錆
鉄
御
納
戸
（
緑
み
の
暗
い
鈍
い
青
色
）
の
無
地

本
文
共
紙
。

鳥
の
子
紙
。

縦
一
六
・
二
ｍ
×
横
一
五
・
八
ｍ

約
一
四
・
五
～
一
五
・
○
ｍ

一
行
あ
た
り
一
四
～
一
八
文
字
（
一
筆
）

歌
は
二
行
書
。
一
行
目
の
行
頭
は
一
字
弱
下
が
る
が
、
二
行
目

は
下
が
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
地
の
文
へ
続
く
。

全
六
折
。
最
初
と
最
後
の
丁
は
そ
れ
ぞ
れ
表
紙
と
後
表
紙
に
直

貼
り
さ
れ
て
い
る
。
第
一
折
は
五
紙
、
第
二
～
六
折
は
六
紙
か

ら
な
る
。
前
遊
紙
一
丁
、
後
遊
紙
二
丁
。
こ
の
た
め
全
六
八
丁
、

墨
付
六
五
丁
と
な
る
。

後
世
の
も
の
が
本
文
の
横
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

四
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③
夕
霧
巻
（
一
五
七
～
二
六
四
）

【
作
品
名
｝
『
源
氏
物
語
」
「
夕
霧
」
巻

【
請
求
番
号
】
天
二
一
三
一
三
六
一
／
一
‐
一
五
（
三
）

【
外
題
】
縦
二
・
六
ｍ
×
横
二
・
八
ｍ
の
題
篭
。
ま
た
、
上
部
に
二
か
所

針
穴
（
幅
二
・
二
四
が
あ
り
、
糸
が
少
し
残
っ
て
い
る
。
下

部
に
は
糸
（
幅
二
・
二
四
が
残
っ
て
い
る
。

【
内
題
】
見
返
の
ノ
ド
近
く
に
、
縦
一
四
・
四
ｍ
×
横
二
・
二
ｍ
の
極
札
。

一
行
数
一

｛
保
存
状
態
】

半
葉
行
数
は
丁
に
よ
っ
て
違
う
。
半
葉
行
数
ご
と
の
丁
数
は
以

下
の
通
り
。

一
○
行
》
一
オ
・
一
ウ
・
四
オ
・
五
オ
．
一
一
オ
・
一
三
オ
．

一
四
オ
．
一
五
オ
．
一
八
ウ
．
一
九
オ
．
一
九
ウ
．

二
○
ウ
・
ニ
ー
オ
～
二
三
オ
．
二
四
オ
ー
三
六
ウ
．

三
七
ウ
ー
四
三
ウ

ニ
行
ニ
ー
オ
～
三
ウ
・
四
ウ
・
五
ウ
・
六
オ
・
セ
オ
・
八
オ
・

九
オ
．
一
○
オ
．
一
○
ウ
．
一
一
ウ
・
一
二
オ
．

一
四
ウ
．
一
五
ウ
・
一
六
オ
．
一
七
オ
ー
一
八
オ
．

二
○
オ
・
二
三
ウ
．
三
七
オ
・
四
四
オ
ー
四
六
オ
．

四
七
オ
ー
六
○
オ
・
六
一
ウ
ー
六
四
ウ

一
二
行
エ
ハ
ウ
・
セ
ウ
・
八
ウ
・
九
ウ
・
一
二
ウ
・
一
三
ウ
．

一
六
ウ
．
四
六
ウ
．
六
○
ウ
．
六
一
オ

墨
付
最
終
丁
で
あ
る
六
五
オ
モ
テ
は
九
行
で
あ
る
。
ま
た
、
行

の
最
後
、
左
に
一
～
三
字
足
す
書
き
方
を
し
て
い
る
た
め
、
か

な
り
細
か
く
書
き
込
ん
で
い
る
。

良
。

一
書
写
年
代
】

｛
残
存
状
態
】

【
装
訂
】

【
表
紙
】

一
見
返
】

【
本
文
料
紙
】

【
寸
法
】

【
字
高
】

三
行
字
数
】

【
和
歌
表
記
一

【
丁
数
｝

上
部
に
「
夕
霧
」
、
そ
の
下
に
二
行
書
き
で
「
安
嘉
門
院
四
條

殿
阿
仏
／
ま
め
人
の
」
と
墨
書
。
そ
の
下
に
「
琴
山
」
印
あ
り
。

こ
の
札
は
、
上
下
に
そ
れ
ぞ
れ
二
か
所
ず
つ
穴
を
空
け
た
と
こ

ろ
（
幅
は
上
下
と
も
に
一
・
三
四
に
糸
を
通
し
て
見
返
に
付

け
ら
れ
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
中
期
～
室
町
時
代
前
期

一
帖
全
揃
い

綴
葉
装
一
帖

錆
鉄
御
納
戸
（
緑
み
の
暗
い
鈍
い
青
色
）
の
無
地
。

本
文
共
紙
。

鳥
の
子
紙
。

縦
一
六
・
四
ｍ
×
横
一
五
・
三
，

約
一
四
・
○
～
一
四
・
五
ｍ

一
行
あ
た
り
一
四
～
一
七
文
字
二
筆
）

歌
は
二
行
書
。
一
行
目
の
行
頭
は
一
字
弱
下
が
る
が
、
二
行
目

は
下
が
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
地
の
文
に
続
く
。

全
七
折
。
最
初
の
丁
は
表
紙
に
直
貼
り
さ
れ
て
い
る
。
第
一
折

は
、
七
紙
と
一
丁
か
ら
な
る
（
図
三
）
。
ま
た
、
付
け
足
さ
れ

た
一
丁
を
挟
ん
で
、
表
紙
を
含
め
た
第
一
折
と
第
二
折
は
糊
で

貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
第
二
～
四
折
は
九
紙
か
ら
な
り
、
第

五
折
は
七
紙
、
第
六
折
は
六
紙
か
ら
な
る
。
第
七
折
は
、
五
紙

と
二
丁
か
ら
な
る
が
、
後
表
紙
に
直
貼
り
さ
れ
て
い
る
半
丁

は
、
補
修
時
と
同
じ
料
紙
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
二
丁
は
、
ノ

ド
の
部
分
で
天
か
ら
五
・
○
ｍ
の
箇
所
ま
で
補
修
紙
（
α
）
で

補
強
さ
れ
て
い
る
（
図
四
）
。
遊
紙
は
な
い
。
こ
の
た
め
全
／

五
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④
若
菜
下
巻
（
二
六
五
～
四
三
九
）

【
作
品
名
｝
「
源
氏
物
語
」
「
若
菜
・
下
」
巻

【
請
求
番
号
一
天
二
一
三
一
三
六
一
／
一
‐
一
五
（
四
）

【
外
題
】
縦
二
・
六
ｍ
×
横
二
・
八
ｍ
の
題
叢
。
ま
た
、
上
部
に
二
か
所

【
保
存
状
態
】

ーー

行書

⑩。。｡｡⑤数入
二■ b ＝

⑮

墨
付
一
○
五
丁
と
な
る
。

後
世
の
も
の
が
本
文
の
横
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

半
葉
行
数
は
、
十
行
。
た
だ
し
、
墨
付
最
終
丁
で
あ
る
第

一
○
五
丁
オ
モ
テ
は
九
行
。

良
。

〔図三第一折を地から見た図〕

【
書
写
年
代
】

【
残
存
状
態
】

【
内
題
】

⑧⑦⑥⑤

針
穴
（
幅
二
・
二
四
が
あ
り
、
糸
が
少
し
残
っ
て
い
る
。
下

部
に
は
糸
（
幅
二
・
二
四
が
残
っ
て
い
る
。

見
返
の
ノ
ド
近
く
に
、
縦
一
四
・
四
ｍ
×
横
二
・
二
ｍ
の
極
札
。

上
部
に
「
若
菜
下
」
そ
の
下
に
二
行
書
き
で
「
二
條
家
棄
門
覚

源
／
こ
と
は
り
」
と
墨
書
。
そ
の
下
に
「
琴
山
」
印
あ
り
。
こ

の
札
は
、
上
下
に
そ
れ
ぞ
れ
二
か
所
ず
つ
穴
を
空
け
た
と
こ
ろ

（
穴
の
幅
は
上
下
と
も
に
一
・
五
四
に
糸
を
通
し
て
見
返
に
付

け
ら
れ
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
中
期
～
室
町
時
代
前
期

一
帖
全
揃
い ①

〔図四第七折を地から見た図〕

一
ハ

125



玉里文庫本古兼源氏物語（鹿児島大学附属図書館蔵）再考（一）

ーーー

見表装
【
本
文
料
紙
】

【
寸
法
】

【
字
高
一

言
行
字
数
｝

［
和
歌
表
記
】

⑥
返紙訂
一一一

綴
葉
装
一
帖

錆
鉄
御
納
戸
（
緑
み
の
暗
い
鈍
い
青
色
）
の
無
地

本
文
共
紙
。
な
お
、
見
返
オ
モ
テ
（
製
本
前
の
仮
表
紙
か
）
の

中
央
に
「
わ
か
な
下
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

鳥
の
子
紙
。

縦
一
五
・
一
面
×
横
一
五
・
五
ｍ

約
一
三
・
○
～
一
三
・
一
面

一
行
あ
た
り
一
二
～
一
三
文
字
二
筆
）

歌
は
二
行
書
。
行
頭
は
一
宇
弱
下
が
る
。
地
の
文
に
は
続
か
な

い
○

〔図五第一折を地から見た図〕

【
丁
数
一

ーー

行書

数入
二ニ ト一

全
二
折
。
最
初
と
最
後
の
丁
は
そ
れ
ぞ
れ
表
紙
と
後
表
紙
に

直
貼
り
さ
れ
て
い
る
。
第
一
折
は
四
紙
と
三
丁
か
ら
な
る
。
ま

た
、
ノ
ド
に
三
か
所
、
補
修
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
（
図
五
）
。

第
二
～
九
折
は
九
紙
か
ら
、
第
一
○
折
は
五
紙
か
ら
な
る
。
第

二
折
は
、
二
紙
と
五
丁
か
ら
な
る
（
図
六
）
。
遊
紙
は
な
い
。

こ
の
た
め
全
／
墨
付
一
七
二
丁
と
な
る
。

後
世
の
も
の
が
本
文
の
横
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

半
葉
行
数
は
、
九
行
。
た
だ
し
、
一
丁
オ
モ
テ
～
三
丁
オ
モ
テ
、

二
九
丁
ウ
ラ
、
三
○
丁
（
オ
モ
テ
、
ウ
ラ
と
も
）
は
一
○
行
。

墨
付
最
終
丁
で
あ
る
第
一
七
二
丁
ウ
ラ
は
二
行
。
ま
た
、
そ
の

①

〔図六第一一折を地から見た図〕

七
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⑤
藤
裏
葉
巻
（
四
四
○
～
四
八
一
）

【
作
品
名
一
「
源
氏
物
語
」
「
藤
裏
葉
」
巻

【
請
求
番
号
一
天
二
一
三
一
三
六
一
／
一
‐
一
五
（
五
）

｛
書
写
年
代
】

【
残
存
状
態
】

〔
装
訂
一

一
表
紙
】

〔
見
返
】

｛
本
文
料
紙
】

【
内
題
｝

ー

外 ｛
そ
の
他
】

［
保
存
状
態
】題

一

縦
二
・
六
ｍ
×
横
二
・
八
ｍ
の
題
簔
。
ま
た
、
上
部
に
は
二
か

所
針
穴
（
幅
二
・
一
四
が
あ
り
、
下
部
に
は
糸
（
幅
二
・
一
四

が
残
っ
て
い
る
。

見
返
の
ノ
ド
近
く
に
、
縦
一
四
・
四
ｍ
×
横
二
・
一
両
の
極
札
。

上
部
に
「
藤
裏
葉
」
そ
の
下
に
二
行
書
き
で
「
冷
泉
殿
為
相
卿

／
御
い
そ
き
の
」
と
墨
書
。
そ
の
下
に
「
琴
山
」
印
あ
り
。
こ

の
札
は
、
上
下
に
そ
れ
ぞ
れ
二
か
所
ず
つ
穴
を
空
け
た
と
こ
ろ

（
穴
の
間
隔
は
上
部
一
・
四
皿
下
部
一
・
三
ｍ
。
）
に
糸
を
通
し

て
見
返
に
付
け
ら
れ
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
中
期
～
室
町
時
代
前
期

一
帖
全
揃
い

綴
葉
装
一
帖

錆
鉄
御
納
戸
（
緑
み
の
暗
い
鈍
い
青
色
）
の
無
地

本
文
共
紙
。

鳥
の
子
紙
。

後
ろ
に
二
行
ほ
ど
空
け
て
同
筆
で
「
な
も
あ
み
た
仏
ノ
ー
」
と

あ
る
。

第
一
折
・
第
二
折
の
状
態
が
悪
い
が
、
他
は
良
。

一
○
折
、
二
折
と
も
に
、
綴
糸
の
結
び
が
あ
る
。
分
厚
い
巻

の
た
め
、
補
強
の
た
め
に
行
な
わ
れ
た
か
。
三
二
丁
の
下
部
に

製
本
の
際
の
切
り
残
し
が
あ
る
。

【
丁
数
】

【
寸
法
一

【
字
高
】

三
行
字
数
】

【
和
歌
表
記
】

可）⑦ リ⑤

縦
一
六
・
三
ｍ
×
横
一
五
・
八
ｍ

約
一
三
・
五
～
一
四
・
○
ｍ

一
行
あ
た
り
一
六
～
一
八
文
字
（
一
筆
）

歌
は
二
行
書
。
一
行
目
の
行
頭
は
一
字
弱
下
が
る
が
、
二
行
目

は
下
が
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
地
の
文
に
続
く
。

全
三
折
。
最
初
と
最
後
の
丁
は
そ
れ
ぞ
れ
表
紙
と
後
表
紙
に
直

貼
り
さ
れ
て
い
る
。
第
一
折
は
五
紙
と
一
丁
か
ら
な
る
（
図

七
）
。
第
二
折
は
九
紙
、
第
三
折
は
六
紙
か
ら
な
る
。
ま
た
、

後
遊
紙
五
丁
。
こ
の
た
め
全
三
九
丁
、
墨
付
三
四
丁
と
な
る
。

①

〔図七第一折を地から見た図〕

八
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⑥
野
分
巻
（
四
八
二
～
五
一
○
）

一
作
品
名
】
『
源
氏
物
語
」
「
野
分
」
巻

【
請
求
番
号
】
天
二
一
三
一
三
六
一
／
一
‐
一
五
（
六
）

｛
外
題
一
縦
二
・
六
ｍ
×
横
二
・
八
ｍ
の
題
叢
。
ま
た
、
上
下
二
か
所
に

糸
（
と
も
に
二
・
二
四
が
残
っ
て
い
る
。

｛
内
題
】
前
遊
紙
ウ
ラ
の
ノ
ド
近
く
に
、
縦
一
四
・
四
ｍ
×
横
二
・
一
両
の

極
札
。
上
部
に
「
野
分
」
そ
の
下
に
二
行
書
き
で
「
冷
泉
殿
為

相
卿
／
中
宮
の
御
ま
へ
に
」
と
墨
書
。
そ
の
下
に
「
琴
山
」
印

あ
り
。
こ
の
札
は
、
上
下
に
そ
れ
ぞ
れ
二
か
所
ず
つ
穴
を
空
け

た
と
こ
ろ
（
穴
の
間
隔
は
上
下
と
も
に
一
・
五
ｍ
。
）
に
糸
を
通

し
て
付
け
ら
れ
て
い
る
。

【
書
写
年
代
】
鎌
倉
時
代
中
期
～
室
町
時
代
前
期

【
残
存
状
態
】
一
帖
全
揃
い

【
装
訂
】
綴
葉
装
一
帖

【
表
紙
一
錆
鉄
御
納
戸
（
緑
み
の
暗
い
鈍
い
青
色
）
の
無
地

【
見
返
一
本
文
共
紙
。

一
書

一
行

［
保
存
状
態
】

【
そ
の
他
】 数入

＝ 三 ケ＝

な
お
、
第
一
折
と
第
二
折
は
背
で
貼
り
合
わ
さ
れ
て
い
る
。

後
世
の
も
の
が
本
文
の
横
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

半
葉
行
数
は
、
十
行
。
墨
付
最
終
丁
で
あ
る
第
三
四
丁
ウ
ラ
は

七
行
。

良
。

後
表
紙
の
下
中
央
に
、
摩
耗
し
て
は
い
る
が
、
辛
う
じ
て
、
上

下
逆
に
「
玉
か
つ
ら
」
と
墨
書
し
て
あ
る
の
が
わ
か
る
。
か
つ

て
、
表
紙
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
名
残
か
。

⑦
玉
霊
巻
（
五
一

【
作
品
名
］

｛
請
求
番
号
一

｛
外
題
】

【
本
文
料
紙
】

【
寸
法
】

【
字
高
一

室
行
字
数
】

【
和
歌
表
記
一

一
丁
数
】

言一

行書
【
保
存
状
態
】

【
そ
の
他
】

【
内
題
】 数入

一一

鳥
の
子
紙
。

縦
一
六
・
一
両
×
横
一
五
・
七
，

約
一
四
・
○
～
一
四
・
五
ｍ

一
行
あ
た
り
一
五
～
一
八
文
字
二
筆
）

歌
は
二
行
書
。
一
行
目
の
行
頭
は
一
字
弱
下
が
る
が
、
二
行
目

は
下
が
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
地
の
文
に
続
く
。

全
三
折
。
第
一
折
は
六
紙
か
ら
な
る
が
、
最
初
の
丁
は
表
紙
に

直
貼
り
さ
れ
て
い
る
。
第
二
折
は
六
紙
か
ら
な
る
。
第
三
折
は

三
紙
か
ら
な
る
が
、
最
後
の
二
丁
を
後
表
紙
に
貼
付
け
て
い

る
。
前
遊
紙
一
丁
、
後
遊
紙
一
丁
。
こ
の
た
め
、
全
二
七
丁
、

墨
付
二
五
丁
と
な
る
。

後
世
の
も
の
が
本
文
の
横
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

半
葉
行
数
は
、
十
行
。
墨
付
最
終
丁
で
あ
る
第
二
五
丁
ウ
ラ
は

四
行
。

良
。二

折
目
の
中
心
の
紙
の
右
側
の
丁
（
第
一
七
丁
）
ま
で
、
小
口

下
部
に
補
修
の
痕
跡
あ
り
。

一
～
五
六
九
）

『
源
氏
物
語
』
「
玉
霊
」
巻

天
二
一
三
一
三
六
一
／
一
‐
一
五
（
七
）

縦
二
・
六
ｍ
×
横
二
・
八
ｍ
の
題
叢
。
ま
た
、
上
下
二
か
所
に

糸
（
上
部
二
・
一
皿
下
部
二
・
○
四
が
残
っ
て
い
る
。

見
返
の
ノ
ド
近
く
に
、
縦
一
四
・
四
ｍ
×
横
二
・
一
両
の
極
札
。

上
部
に
「
玉
蔦
」
そ
の
下
に
二
行
書
き
で
「
冷
泉
殿
為
相
卿
／

九
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【
行
数
】

ーー

貼書 【
丁
数
】

【
本
文
料
紙
一

【
寸
法
】

【
字
高
】

三
行
字
数
】

【
和
歌
表
記
】

【
書
写
年
代
】

【
残
存
状
態
】

【
装
訂
】

【
表
紙
｝

【
見
返
一紙入

竺 ■ ■ 一

後
世
の
も
の
が
本
文
の
横
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

一
一
丁
ウ
ラ
六
行
目
に
「
ひ
さ
し
く
」
、
一
三
丁
ウ
ラ
四
行
目

に
「
い
て
た
つ
」
と
の
貼
紙
が
あ
る
。

半
葉
行
数
は
、
十
行
。
墨
付
最
終
丁
で
あ
る
第
五
四
丁
オ
モ
テ

全
七
折
。
最
初
と
最
後
の
丁
は
そ
れ
ぞ
れ
表
紙
と
後
表
紙
に
直

貼
り
さ
れ
て
い
る
。
第
一
折
は
五
紙
と
二
丁
か
ら
な
る
（
図

八
）
。
第
二
折
は
八
紙
、
第
三
折
は
九
折
、
第
四
折
は
六
紙
か

ら
な
る
。
ま
た
、
後
遊
紙
二
丁
。
こ
の
た
め
全
五
六
丁
、
墨
付

五
四
丁
と
な
る
。

と
し
月
へ
た
、
り
」
と
墨
書
。
そ
の
下
に
「
琴
山
」
印
あ
り
。

こ
の
札
は
、
上
下
に
そ
れ
ぞ
れ
二
か
所
ず
つ
穴
を
空
け
た
と
こ

ろ
（
穴
の
間
隔
は
上
下
と
も
に
一
・
四
四
に
糸
を
通
し
て
見

返
に
付
け
ら
れ
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
中
期
～
室
町
時
代
前
期

一
帖
全
揃
い

綴
葉
装
一
帖

錆
鉄
御
納
戸
（
緑
み
の
暗
い
鈍
い
青
色
）
の
無
地

本
文
共
紙
。
な
お
、
裏
側
、
仮
表
紙
と
な
る
と
こ
ろ
の
中
央
に

「
玉
か
つ
ら
十
七
」
と
墨
書
。

鳥
の
子
紙
。

縦
一
六
・
一
両
×
横
一
五
・
五
ｍ

約
一
四
・
五
ｍ

一
行
あ
た
り
一
七
～
二
○
文
字
（
一
筆
）

歌
は
二
行
書
。
一
行
目
の
行
頭
は
一
字
弱
下
が
る
が
、
二
行
目

は
下
が
ら
な
い
。
そ
の
ま
ま
地
の
文
に
続
く
。

は
一
行
。

【
保
存
状
態
】
良
。

①
【
丁
数
｝
の
項
目
を
見
る
限
り
、
当
該
本
は
、
現
在
の
形
態
に
な
る
ま
で
に
、

遊
紙
が
か
な
り
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

書
誌
情
報
か
ら
以
下
の
四
点
の
こ
と
が
言
え
る
。

三
．
考
察

⑦。 ⑤④

〔図八第一折を地から見た図〕

一

○
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玉里文庫本古筆源氏物語（鹿児島大学附属図諜館蔵）再考（一）

注
１
鹿
児
島
大
学
附
属
図
替
館
の
玉
里
文
庫
に
は
、
「
源
氏
物

う
の
は
、
一
五
帖
の
み
の
も
の
で
箱
に
「
古
筆
源
氏
物
語

揃
い
で
、
豪
華
な
漆
鍍
の
箱
に
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

注
２
徳
光
澄
雄
「
鹿
児
島
大
学
附
属
図
譜
館
蔵
玉
里
文
庫
寺

鹿
児
島
大
学
附
属
図
替
館
の
玉
里
文
庫
に
は
、
「
源
氏
物

玉
里
文
庫
本

＊
貴
重
な
資
料
の
翻
刻
・
掲
載
を
ご
許
可
く
だ
さ
っ
た
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
本
稿
は
、

②
折
紙
に
は
、
「
後
醍
醐
天
皇
哀
翰
／
一
須
磨
墨
付
七
十
八
枚
」
と
あ
っ

た
が
、
実
際
に
は
「
須
磨
」
巻
の
墨
付
丁
数
は
七
七
丁
で
あ
る
。
単
な
る
数

え
間
違
え
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
巻
の
第
六
七
丁
の
次
の
丁

は
切
り
取
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
折
紙
が
書
か
れ
た
と
き
に

は
、
切
り
取
ら
れ
た
丁
は
残
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

③
「
夕
霧
」
巻
と
「
若
菜
下
」
巻
の
題
叢
の
上
の
針
穴
に
は
、
糸
が
少
し
残
っ

て
お
り
、
糊
で
貼
ら
れ
た
よ
う
な
痕
跡
が
見
て
取
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

題
叢
を
表
紙
に
付
け
る
際
に
、
糸
で
綴
じ
る
だ
け
で
な
く
、
糸
に
糊
を
使
用

し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

④
「
若
菜
下
」
巻
は
、
他
の
巻
に
比
べ
、
縦
の
寸
法
が
一
ｍ
ほ
ど
小
さ
い
。
し

か
し
、
本
文
の
周
り
の
余
白
に
違
和
感
が
な
い
こ
と
か
ら
、
元
々
こ
の
寸
法

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
同
じ
表
紙
で
は
あ
る
も
の
の
、

「
若
菜
下
」
巻
の
伝
来
は
、
他
の
巻
と
は
異
な
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
第
八
帖
か
ら
第
一
五
帖
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
す
る
所
存
で
あ
る
。

語
」
が
二
セ
ッ
ト
あ
る
。
本
稿
で
扱

の
は
、
一
五
帖
の
み
の
も
の
で
箱
に
「
古
筆
源
氏
物
語
」
と
あ
る
。
も
う
片
方
は
、
五
四
帖

注

崩
闘
科
研
費
旨
匿
囲
罵
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

古
兼
源
氏
物
語
に
つ
い
て
」
弓

雪遮
仰n

文

研
究
」
二
三
号
、
一
九
六
七
年
四
月

注
３
新
美
哲
彦
「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
源
氏
物
語
」
の
諜
写
態
度
ｌ
空
蝉
巻
に
お
け
る
陽
明
文

庫
本
と
玉
里
」
「
国
文
学
研
究
」
一
五
七
巻
、
二
○
○
九
年
三
月

注
４
「
「
源
氏
物
語
」
原
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
（
二
○
一
八
年
七
月
三
○
日
一
四
時
○
○
分
閲
覧
）

言
日
ご
富
い
巴
．
昌
一
．
胃
●
旨
獣
二
①
君
、
司
国
ョ
の
涜
昆
ｐ
ｍ
Ｉ
自
口
Ⅱ
の
つ
ｇ
＄
弓
【
弓
三
陣
○
○
○
口
向
Ⅱ
ｇ
這
‐

ｓ
認
冨
陣
胃
三
の
の
国
両
Ⅱ
陣
で
詞
○
○
弓
く
勺
向
Ⅱ
ご
巳
一
陣
切
函
○
三
国
Ｔ
誤
両
い
ま
ｇ
ま
ｇ
ま
因
①
ま
、
シ
ま
ｇ
ま

両
③
ま
、
Ｃ
ま
“
司
誤
固
司
ま
忠
誤
ン
④
家
同
“
ま
エ
ン
ま
④
国
訳
向
い
ま
ｇ
ま
窒
陣
詞
両
Ｃ
ご
両
の
弓
三
シ
詞
穴
Ⅱ
自
一
犀
○

三
ｚ
両
幻
Ⅱ
冒
昌
一
陣
国
門
口
Ⅱ
冒
巳
一
陣
目
三
ｏ
ｚ
○
Ⅱ
』

注
５
「
列
帖
装
」
と
い
う
名
称
も
あ
る
が
、
本
論
で
は
「
綴
葉
装
」
で
統
一
す
る
。

注
６
判
読
不
可
能
な
字
は
「
■
」
で
示
す
。

注
７
玉
里
文
庫
の
請
求
番
号
も
、
こ
の
折
紙
の
巻
の
順
番
に
則
っ
て
い
る
。

注
８
サ
イ
ト
（
注
４
）
の
画
像
の
順
番
で
は
、
「
須
磨
」
巻
の
中
に
折
紙
が
入
っ
て
い
る
か
の
よ
う

で
あ
る
が
、
論
者
が
閲
覧
し
た
と
き
（
二
○
一
八
年
七
月
）
に
は
、
折
紙
は
「
須
磨
」
巻
の
上

に
置
い
て
あ
っ
た
。

注
９
図
解
で
太
線
に
し
て
い
る
箇
所
は
、
表
紙
・
後
表
紙
・
補
修
紙
を
示
す
。
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